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有機伝導体 α-(ET)2I3（ET  BEDT-TTF）は、転移温度 135 Kで電荷秩序相に転移し、電

荷の偏りが生じるとともに空間反転対称性が破れ、電子型の強誘電性を示す [1]。電子型

強誘電体では、テラヘルツ電場を照射することで高速に分極を変調できると期待される

[2]。本研究では、テラヘルツ電場によって α-(ET)2I3の分極を制御すること、またテラヘル

ツ波の偏光依存性を測定することにより、分極の方向や発現機構を明らかにすることを目

的とした。テラヘルツ波をポンプ光とし、電荷移動遷移に対応する近赤外光、または、第

二高調波発生(SHG)をプローブとしてポンプ・プローブ分光測定を行った。その結果、近

赤外光反射率と SHGがともにテラヘルツ波に対して瞬時に追随する応答を示しており、電

荷秩序、すなわち強誘電分極が高速に変調されることがわかった [3]。 

また、テラヘルツ波の電場方向を 2次元面内で回転させ、反射率変化の偏光依存性を測

定した。その偏光依存性は、図のように b軸から 27度傾いた方向で最大値をとる。この物

質では、電荷秩序相で図中の Aと A’分子の等価性が破れており、分極は a軸に平行である

と考えられていた。しかし、この結果は、分極は a軸方向で

はなく斜め方向を向いていることを明確に示している。この

ような斜めの向きは、分子間のトランスファーエネルギーが

大きい方向と一致する。このことから、電荷秩序転移が生じ

るとき、分子間の電荷移動がおこり、その電荷移動によって

分極が発現しているものと結論できる [3]。 
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